








５．効果

ブロックを等間隔に分配据付しなくていい為、

据付手間が掛からず施工性が良かった。また、各

ブロックが金具で連結できるので強度面も問題な

く、目地間隔にバラツキがないので見栄えも良か

った。この方法により曲線部のブロック据付施工

能率が、通常約４０個／日が平均６０個／日に上げる

ことができた。

写真―３ 連結金具

６．適用条件

今回工事の曲線半径はR＝１４０・２１０・９５０mの

３タイプであったが、曲線半径が小さい場合の施

工は１ユニットが小さくなり目地間隔も広くなり

適さないと判断する。

７．採用時の留意点

据付前の位置の決定と丁張りが重要となるので

入念な計画と施工管理が必要である。

外曲線の場合は根石の時点で目地間隔を空けて

据付けなくてはならないし、曲線長・半径から１

ユニットのサイズを決め展開図作成に時間が掛か

る。

写真―４ 護岸ブロック全景

図―１ ブロック割展開図

写真―２ 据付完了
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１．はじめに

この工事は北海道札幌土木現業所発注の急傾斜

地崩壊対策工事です。

山の斜面が民家のすぐ裏まで迫っており大雨等

で山崩れが起きないように斜面にＨ鋼杭（抑制

杭）を打ち込みＨ鋼とＨ鋼を鋼製の横矢板で繋ぐ

ことで斜面を安定させる工事です。

図―１

工事概要

� 工 事 名：歌志内文珠６急傾斜地崩壊対策工事

� 発 注 者：北海道札幌土木現業所

� 工事場所：歌志内市字文珠

� 工 期：平成２０年１１月１４日～

平成２１年３月２３日

� 工事内容：施工延長 L＝１０．５０m

土工V＝８６m３

土留柵工 L＝６７．５０m

（N＝４５本・�＝２１１．５０m）
排水工 L＝６６．９０m

本工事現場付近での他工区写真抜粋

（施工時期４月～１０月）

�ジブクレーン設置仮設足場
幅７m・奥行７m・高さ５m

８８３３

冬期（１１月～３月）の急傾斜地法面工事

（社）北海道土木施工管理技士会

小川組土建株式会社

工事部課長補佐

荒 井 進

Susumu Arai

新技術・新工法

写真―１
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２．現場における課題・問題点

現場である歌志内市は、かもい岳スキー場をは

じめ冬のスポーツの代表ともいえるスキーが盛ん

で知られている程、積雪量が多い土地柄でありま

す。

本工事は延長 L＝１０．５０m【図―１】１段～６段

（垂直３０ｍ・斜長４２ｍ）法面の中間となる３段目

付近に【写―１】同様寸法の仮設足場を組み立て２．９

t吊ジブクレーンを設置し１段～６段全ての施工

をジブクレーン１台で行なう事が可能と当初計画

で判断しました。

しかし、降雪量の多い場所で仮設足場を急斜面

に設置【図―２】する作業時の危険性や設置後、

の除雪作業により雪を堆積した場合、住民車庫の

すぐ裏に位置し誘発雪崩等の危険を生じさせる可

能性があるためこれを避けなければなりません。

図―２

１．急傾斜法面であり設置時危険

２．除雪した雪を堆積した場合

頑固な雪止柵を設けなければ

地元住民の車庫があり危険

図―３

３． 対応策・工夫・改良点

２．現場における課題・問題点で述べたジブク

レーンを法面に設置するための仮設足場を設置す

る際の急斜面でなおかつ積雪状態であるため作業

時の危険性が高い事と、法面下方に地元住民車庫

があるため除雪による雪の堆積を行った場合、雪

崩等の危険性がある。それを避けるためには頑固

な雪止柵を設けなければなりませんし経済的にも

安価で済みません。【図―３】

対応策としましては、車庫の裏にジブクレーン

を設置する方法を取りやめました。

もともと施工範囲の法面下は車庫や民家が無い

ため、その範囲の中で施工する事としました。

それにより足場設置に伴う危険性も回避でき車

庫への影響も相当少なくなります。

－４５４－



図―４

対応策工法として【図―４】のとおり法面下に

民家及び車庫の無い場所にジブクレーンを設置し

ます。

ジブクレーン１台だけでは３段目までしか届き

ませんので、小型の定置クレーン２．９ｔ吊をボー

リング足場上に４段目と５段目に各１台の計２台

を設置します。

定置クレーンは軽量でコンパクトですので設置

に要する時間は半日で２台とも設置完了できます。

このように複数のクレーンで次から次へと上方

へ相取し、作業を順送りする工法で行います。

この方法によってリスクの高い作業を避けるこ

とができ、より安全な施工が可能になりました。

写真―２ 施工現場

４．おわりに

当現場は、道路や橋などのように工事が完了し

て沢山の方々に利用されるものとは異なり、そこ

に住む住民の安全を確保するための工事です。施

工箇所付近の地元住民の方々に、ご理解・ご協力

を賜り、現在まで順調に進捗しています。これか

らも地元住民の方々とコミュニケーションを図り、

円滑に作業を進めるべく作業所一同心がけていま

す。
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１．適用工種

片側１車線の現道における歩道のバリアフリー

化工事において、当初設計では既設張出し歩道を

取壊して、プレキャストの張出し歩道を設置する

ようになっていたが、フーチングを必要としない

自立式擁壁を採用した。

２．従来工法の問題点

従来工法であるプレキャストの張出し歩道は、

掘削幅が広く施工時は片側１車線規制が必要で夜

間施工となるため、付近住民への影響がかなり大

きい。

また、張出し歩道設置箇所にはＮＴＴの埋設管

路が布設してあり、従来製品のプレキャスト張出

し歩道では、干渉してしまう。

既設張出し歩道の下には用水路がありこの機能

についても確保する必要がある。

３．工夫・改善点

対策として、プレキャストＬ型擁壁、ＥＰＳ工

法（軽量盛土）、補強土壁（多数アンカー、テー

ルアルメ、ジオテキスタイル）等は、いずれも当

初設計以上に床掘幅を必要とし適当では無いと判

断し、フーチングを必要としない自立式擁壁を採

用することにより掘削幅を狭くする。自立式擁壁

には、高強度コンクリート矢板、PC壁体、フー

チングレスパネル工法等があるが、高強度コンク

リート矢板、PC壁体は非常に大型の機械が必要

で施工ヤードは従来工法以上に必要なため小型機

８８４４

現道工事における自立式擁壁の採用

京都府土木施工管理技士会

福田道路株式会社 工事部

廣 橋 照 夫

Teruo Hirohashi

新技術・新工法

図―１

－４５６－



械で施工できるフーチングレスパネルを採用する

ことにした。

また、自立式擁壁上に現場打の張出しスラブを

設置して水路用地の確保及び歩道幅員を官民境界

ぎりぎりまで広げた。

図―２

４．効果

掘削幅を狭くすること及び小型機械を使用する

ことにより車道幅員及び仮歩道を確保でき、現道

交通への影響を最小限に抑えることが出来、昼間

施工を行うことが出来た。また、ＮＴＴ管路への

干渉も避けることが出来た。

写真―１

５．適用条件

N値３以上

６．採用時の留意点

フーチングレスパネル工法は杭基礎擁壁工法で

あるため、設計上、擁壁（地盤から突出した杭）

に水平方向の作用が働いた場合、地盤の特性値に

由来する変位と鋼管の片持ち梁としての変位が必

ず生じます。しかしながら、断面二次モーメント

のより大きな鋼管に変更することで、これらの変

位を小さくすることは可能ですが、変位を無くす

ことは出来ません。
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１．はじめに

本橋梁は、鋼６径間連続鈑桁複合ラーメン橋で

あり、鋼上部工とコンクリート下部工を剛結した

構造が採用されている。

本工事の施工範囲は、鋼桁製作、架設、床版で

あり、構造概要は以下に示すとおりである。

構造概要

橋梁形式：鋼６径間連続鈑桁複合ラーメン橋

橋 長：２９０．０m

支 間 長：４４．０m＋４＠５０．０m＋４４．０m

鋼 重：６９１t

２．現場における課題・問題点

一般に橋桁は、ベントにより支持して、架設中

の安定性を確保するのが標準的な工法であるが、

本工事でベント工法を採用した場合、ベント設備

高さが図―１に示すように最大３０ｍを超えてしま

い、大規模な基礎工事・仮設設備の設置が発生す

る。また、ベント基礎工事の際には、樹木の伐採

や土砂掘削などの自然環境への影響も懸念された。

したがって、これらを満足し、架設中の安定性を

確保した架設工法の検討が課題となった。

図―１ ベント設備の計画

３．工夫・効果

本工事では、先行設置した橋脚と鋼桁の剛結部

に、鉄塔と斜吊ワイヤー、張力調整機材を用いた

斜吊設備を設置し、斜吊ワイヤーにより鋼桁架設

時の安定性をベント設備に替えて確保した。

本工事で使用した斜吊設備概要図を図―２に、

施工状況を写真―１に示す。

８５

安定性に配慮した複合ラーメン橋の張出し架設工法

日本橋梁建設土木施工管理技士会

株式会社 東京鐵骨橋梁

橋梁事業本部

冨 田 隆 史

Takashi Tomita

佐 藤 智 実

Tomomi Sato

○

新技術・新工法
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図―２ 斜吊設備概要図

写真―１ 施工状況

１径間分の架設作業は図―３に示す手順でバラ

ンスを確保して行い、剛結部に発生する負の曲げ

モーメントを極力小さくして、張出し架設の安定

性を確保した。

斜吊設備による効果を以下に示す。

� ベント設置工の基礎工事（土工工事）が不要

となり、経済的かつ自然環境に配慮した施工が

できた。

� 斜吊設備高さは、ベント設備高さに比べ低く

することができるため、仮設機材数量を５０％程

度低減することができた。

１基当りのベント設備：４０t

１基当りの斜吊設備 ：１７t

� 斜吊ワイヤーの張力調整により、主桁のたわ

みを制御し、安定した架設ができた。

主桁張出時のたわみを、斜吊支持時で６mm～

１２mm調整することができ、鋼桁架設の最終出来

形では、設計値とほぼ変わらない値で施工するこ

とができた。斜吊設備による桁架設（桁のそり）

時の出来形結果を表―１に示す。

図―３ 架設ステップ
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４．おわりに

本工事で採用した斜吊設備併用トラッククレー

ン張出し架設工法を、他工事へ採用する際の留意

点を以下に示す。

� 使用する仮設機材の一部は特殊な機材を使用

するため、念入りな機材の入手計画を行う必要

がある。

� 架設工程は、鉄塔設備・斜吊ワイヤーなどの

設置と同時に行う必要があるため、ベント工法

と比べて架設用重機の長期的な拘束期間が発生

する。

� 架設重機は、鉄塔設置にも使用するため、こ

れに見合ったクレーンブーム長を有するものを、

選定する必要がある。

本工法は、設備高の高いベント設備を必要とす

る条件や、桁下の河川・道路等のベント設備を設

置しにくい地形条件では、代替案の一つとして有

効な架設工法である。本報告で述べた、作業効率

の向上、機材の選定・設置方法・簡素化などの課

題点を十分検討の上、計画することが重要である。

表―１ 桁架設出来形（桁のそり）
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１．工事内容

当工事は、橋脚を２基築造するのがメインとな

る工事で、それに伴って、基礎杭を１８本、土留工

他の施工を行いました。

工期は、７月中旬から翌年３月下旬まででした。

私は当現場で担当技術者として現場所長の補佐

を致しました。

２．社会貢献に対する当社の姿勢

当社受注工事の主な施工場所は、道南地域に散

在しており、いろいろな地域にお邪魔して工事の

施工を進めておりますが、その際、当社の姿勢と

して、よそ者の態度で臨むのではなく、その地域

で生活を営まれている皆様と同じ気持ちで行動し、

そして、その地域のために何か出来ることがあれ

ば、例えば、その地域のイメージアップに貢献出

来ることやその地域又はその地域の人々に直接働

きかけることによりその地域に何がしかの貢献が

果たせるのであれば、積極的にその行動を起こす

ことを念頭に置き工事の施工にあたる、このよう

なことを、全社的な考え方として、各工事の施工

にあたるようにしております。

３．当現場近傍の地理的状況と実行し
た活動内容

当現場は、函館市港町で施工致しましたが、そ

の近傍には、約２００ｍ離れて「函館市立港小学校」

が、約４５０ｍの距離に「第２太陽の子幼稚園」が

あります。

そして、それらの学校の近くには、「港公園」、

「亀田港児童公園」、「港第２幼児公園」といった

公園が散在しておりました。

下記に、現場近傍の地理的状況図を表示致しま

す。

現場近傍のこのような状況を考慮し、この地域

でお役に立てることは何かと思いを巡らしました

が、次に掲げる事柄につき、実行しようと考えま

した。

� 秋も過ぎれば、日の落ちるのも早くなります

ので、学校帰りや公園等で遊んだ後の家への帰

りの時、車両（通行量も結構ありました）等と

の接触での事故を防ぐために、反射材のついた

身に付ける何かを寄贈しよう。

� 児童が不審者に声をかけられることが、現実

に起こっていると聞き、現場付近で作業する「作

業員」や「職員」は、「こども１１０番」の啓発ポ

スターをヘルメットや安全チョッキに貼り付け、

８８６６

社会貢献活動への対処について

�北海道土木施工管理技士会
株式会社 高木組

担当技術者

高 谷 圭 介

Keisuke Takaya

社会貢献
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何かあった時には、速やかに対処出来るような

体制で工事を進めていくので、そのような時に

は、迷わず助けを求めてほしい旨を児童に周知

してほしいと、２つの学校に申し出よう。

�及び�にもとづき、具体的には、下記のよう
な活動を行いました。

� 函館市立港小学校へ全校児童分（５１０組）の

「反射シール付手袋」を寄贈。

� 第２太陽の子幼稚園へ全園児分（１７０個）の

「反射板付くまのキーホルダー」を寄贈。

� 上記の�の内容については、その内容通りの
ことを実行致しました。

４．活動結果

工事開始から、約８ヵ月後、翌年３月下旬に工

事は完成致しましたが、子供達の各種被災はなく、

ホット胸を撫で下ろしたものでした。

又、函館市立港小学校の校長様からは、丁重な

る「礼状」を頂きました。

加えて、同校「小学校便り」にもそのことが掲

載されました。

そして、第２太陽の子幼稚園への活動に対して

は、北海道新聞にその内容が掲載されました。

下記に、函館市立港小学校校長様からの「礼状」

及び同校「小学校便り」を表示致します。（写真―

１、２）

又、第２太陽の子幼稚園への活動に対しての北

海道新聞掲載記事も表示致します。（写真―３）

図―１ 状況図
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平成１９年１０月２４日

北海道新聞 夕刊 掲載記事

活動実施日

平成１９年１０月２１日

（全園児分 １７０個を寄贈）

写真―１ 礼状

写真―３

写真―２ 小学校便り
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１．はじめに

現在行われている舗装工事をはじめとする建設

業界のイメージアップの一環として、地域の方々

や日ごろご迷惑をお掛けしている方々に、工事の

必要性や事業の整備効果ならびに工事に対するご

理解とご協力を得るとともに、さまざまなまちづ

くり事業への関心を高めて頂けるきっかけとなる

ことを目的として行う。

今回は、将来を担う子供たちにも、工事に関心

を持って頂くために、地元小学校の児童に工事の

内容を簡単にわかりやすく説明を行うコミュニ

ケーション授業を開催した。

２．課題・問題点

小学校の児童に対し、排水性舗装とは何なのか、

舗装工事とは何なのかをわかりやすく説明すると

なると専門用語が使えない、言葉の意味がわから

ないなどが懸念された。

また、単調な説明でコミュニケーション授業に

飽きてしまうことが懸念された。

３．対応策・工夫

授業の進行順

図―１

排水性舗装の効果を説明するのに、経験したこ

とがあるかもしれない身近なことを例に挙げて説

明した。

例－１

雨の日、傘を差して道路を歩いていたら、通

り過ぎる車に水をかけられた。

例－２

８８７７

イメージアップ活動の一環として
コミュニケーション授業の開催

京都府土木施工管理技士会

福田道路株式会社

関西支店

水 澤 心

Kokoro Mizusawa

イメージアップ
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雨の日、車に乗っていて、濡れた路面でスリ

ップした、スリップしそうになった。

例－３

走りすぎる車の音が気になった。もしくは、

うるさく感じた。

例に挙げた事例を大きく図にして掲示し、普通

の舗装の場合と排水性舗装の場合との違いを説明

した。

排水性舗装のしくみを説明するのに、路面に降

った雨が排水性の舗装を浸透して、基層面を流れ

て側溝に流れ落ちて排水される構造を模型にして

説明を行った。

舗装工事の内容を説明するのに、建設機械や作

業状況をアニメーションにして、説明を行った。

また、授業を飽きさせない工夫として、○×ク

イズを取り入れた。教室を半分に分けて、児童に

正解と思うほうに移動してもらい回答を発表した。

４．効果

水はねなど身近な例を挙げることで児童にも理

解してもらえたと思われる。

舗装を断面化した模型を利用することで、排水

性舗装のしくみを理解してもらえたと思われる。

舗装工事の説明をするのにアニメーションを利

用したことで、言葉だけで説明するより理解が深

まったと思われる。

また、一方的にこちらから説明するのではなく、

途中児童に理解できたかどうか、質問はあります

かと、児童にも発言する機会を与えることで、授

業に集中してもらえることが出来た。

さらに、○×クイズを取り入れることで、児童

たちにも楽しく積極的に授業に参加してもらえた

と思われる。

写真―１

写真―２

５．採用時の留意点

社会科で、自分たちの地域のことなどまちづく

りに関連性のある勉強をする３、４年生以上であ

れば、授業に沿った体験学習で、大きな効果が期

待される。

ただし、小学校の総合学習の時間を利用しての

取り組みなので、時間が確保できるかどうかは学

校側に確認する必要がある。

パネルやプロジェクターを利用して、いかにわ

かりやすくするか、クイズなどで楽しみながら学

べるようにする、疑問・質問をうけつけコミュニ

ケーションをはかる工夫が必要である。
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１．適用工種

工事全般に適用。

２．改善提案

工事の進捗管理について、簡単な入力作業で把

握できるよう表計算ソフトを用い作成した。（表―

１、表－２）

３．従来工法の問題点

従来は、工事の進捗状況を算出するのにソフト

は用いていたが、グラフ化されていない、明確な

表示がされないなど詳細に把握が出来ず、さらに

履行報告書と連動していなかったため、履行報告

書を作成するためにも、何工程か加えなければな

らなかった。

４．工夫・改善点

前記の理由をふまえて、工事数量を入力するだ

けで、他のシートと連動させ、瞬時にして履行報

告書を完成させるように、改善を重ねた。

表―１ 工事進捗入力表

表―２ 工事進捗総括表

８８

工事進捗管理について

広島県土木施工管理技士会

藤原メセナ建設株式会社 工務課

藤 原 敬 士

Keiji Fujiwara

IT・IT マネジメント
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５．効果

日々の進捗状況の把握も簡易になり、月間履行

報告の作成についても、工事進捗入力表に入力す

るだけで、実施工程表にも連動しているため、別々

に作成する手間が省けたといえます。（表―３、表

―４）

表―３ 履行報告書

６．適用条件

多様な工事について適用可能であり、また、改

善工夫を重ねていけばさらに、便利になると思わ

れる。

７．採用時の留意点

作成時に数式等の入力ミスなどを無くせば、そ

の他は特に問題はないと思われる。

表―４ 実施工程表
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１．はじめに

用水路整備工事を担当し、無事に大きなトラブ

ルもなく工事を終了することができた。

４月の末の田植えが始まるころには用水が流れ

てくるが、その時までにどの程度のあぜの植生が

復元するのか確認する資料がなかった。

粘土質の残土で埋め戻しをしたために、乾燥し

ている状態では、非常に硬い法面となっているの

で、雑草の進入は非常に難しいようであった。

しかし、水が入ってくれば、植生の復元が一気

に進みそうであった。

そんなことから、どのようにして植物が復元し、

その復元のためにどの程度の時間が必要であるの

か、記録することにした。

もちろん、このような資料で工事の着手時期が

調整できるはずはないが、十分な資料となるはず

であると考えた。

調査方法

�調査期間
植生が復元するまで１０日から２０日ごとに調査する。

�調査ポイント
建設残土で埋め戻した場所で、植生の復元経緯

がわかる場所とした。

�調査対象
水田のあぜに関わる雑草のみとした。

�調査方法
調査ポイントの１㎡の区画の中の雑草の発生を

目視で確認した。

工事概要

�１ 工 事 名：用水路整備工事

�２ 発 注 者：越谷市環境経済部農政課

�３ 工事場所：越谷市大字恩間新田地内

�４ 工 期：平成１９年９月１４日から

平成２０年２月２９日

�５ 計画断面：図―１の通り

図―１ 計画断面

工事の着手前の状況は写真―１の通りです。

写真―１ 着手前

８８９９

用水路工事における植生の復元経緯について

埼玉県土木施工管理技士会

矢島建設株式会社 工事部

現場代理人

玉 井 洋 造

Youzou Tamai

維持計画
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２．植生の調査と経緯

表―１
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３．調査結果・評価

施工の規模、施工場所、ミクロの自然環境など

により植生の復元経緯は違うでしょうが、３月に

完成の当現場では、ほぼ２ヵ月半の期間を要して、

あぜの植生が復元した。しかし、黒土・赤土など

の表土で盛土をした現場では、もっと早期の植生

の復元が可能だと思われる。

４．おわりに

工事現場の緑化を考えると３月完了の工事は、

工事完了後に春雨前線が通過し、そして梅雨前線

がやってくるという非常に優れた工事発注だと考

えられる。

日本の湿潤温暖な環境のすばらしさが表土をす

ばやく緑化し、表土の流出を食い止めることがで

きる。

我々が携わった工事の構造物は自然の緑化によ

り仕上げられる。
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１．適用工種

埋設深２．６５ｍの制水弁の保護としてレジンマン

ホールを使用した保護工である。

設置場所は、駐車場内で大型車両の進入が想定

しない場所であり、下記平面図のとおりである。

図―１ 平面図

２．改善提案理由

下水道工事において、使用する塩ビマンホール

使用によりコスト縮減及び、永年経過による制水

弁の交換時のコスト縮減の為。

３．工夫・改善点

レジンマンホール設置場所においては、下水道

工事においては、車道部に設置する事が多く見受

けられるが、今回の設置位置においては大型車両

の進入もなく、維持管理の為の車両の出入の為、

歩道部で使用されている塩ビマンホールの使用に

ついて検討した。但し、蓋についてはＴ―２５を使

用し大型車両の進入にも対応した。

図―２ 当初設計

９９００

レジンマンホールから塩ビマンホールへの変更

（社）岩手県土木施工管理技士会

株式会社 いわい

土木部

鈴 木 嘉 人

Yoshihito Suzuki

維持管理
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４．効果

使用材料の変更に伴い、コスト縮減については、

レジンマンホールを、塩ビマンホールに変更で

１００，０００円のコスト縮減。

５．採用時の留意点

現在の下水道の傾向として、再生資源の利用の

為、歩道部においても、レジンマンホールを使用

するようになりましたので、今回の施工場所のよ

うに、車両の出入りの少ない場所での使用が望ま

しいと思われる。

図―３ 変更設計
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１．適用工種

三層のすべり面をもつ崩壊している法面（法長

８４ｍ、延長５０ｍ、面積４，２００ｍ２）を下記ロックボ

ルト工（無足場工法、縦＠２．５ｍ、横＠２．０ｍで１００

本程度の集合体で５ブロック）により補強する工

事である。ただし、現場は車両運搬による荷取り

場から現場側荷取り場までは高さ１４０ｍ、水平距

離３００ｍありケーブルクレーンを使用し材料・資

機材の運搬をしなければならない。（写真―１）

当初設計：他穿孔ロックボルト工４７５本（削孔

径 φ６５mm、Ｄ１９、Ｌ＝５．５ｍ）

変更後：他穿孔ロックボルト工１６３本（上記）、

自穿孔ロックボルト工３１２本（削孔径 φ６５mm、φ

２８．５mm、Ｌ＝５．５ｍ）

施工箇所 

写真―１ 施工前全景（３月）

２．従来工法の問題点

法面掘削完了時、表面の岩盤面を見ると一部

風化の激しい部分が見られロックボルト工の本施

工前に試験削孔を行った。

掘削中の内部に崩壊がありロッドの引き抜きす

ら困難になる部分、また、表面部の崩壊（写真―

２）により後施工の鉄筋挿入ができない部分等あ

り当初設計の他穿孔ロックボルト工の施工は難し

い事がわかった。

写真―２ 表面部崩壊

３．工夫・改善点

試験削孔の結果、現設計のロックボルト工法で

の施工は１６３本、その他３１２本は別な工法を検討す

る必要がある事がわかった。他の施工方法を検討

９９１１

風化岩盤部における低コスト・工期厳守での
ロックボルト工変更

山梨県土木施工管理技士会

小林建設株式会社

土木部

小田切 誠

Makoto Odagiri

その他
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した結果、二重管式での他穿孔ロックボルト、自

穿孔式ロックボルトがあった。

１）二重管式での施工は足場が必要となりケーブ

ルクレーンでの荷上荷下費・足場組立費・各段で

の足場組替費、また足場施工時間が工期的なロス

となる。

２）自穿孔式での施工は材料費が現設計より大

きく増加するが施工時間は当初予定通りで進捗で

きる。

１）２）を比較した結果、経費的な差はほとん

どないが、写真―１でもわかる通り１２月完成予定

である当現場の工期を延ばす事は除雪作業の追加

や通勤時、法面作業での安全面を考えたうえでリ

スクが大きくなる事から自穿孔式での施工を採用

した。

４．効果

施工は各種ある無足場工法の中から検討し、梯

子式クライマードリルで行った。

梯子式クライマードリルでは、法面に仮アン

カーを打込みワイヤーをかけ、チルホールにて縦

列・横列への移動が容易に出来る。（写真―３）ケー

ブルクレーン使用による仮設資材の荷上げ等があ

まり無い。現場での大規模な仮設備が必要ない。

他穿孔・自穿孔の切替えはロッド等の材料を替え

るだけなので容易に出来る。以上のように低コス

トでの施工が可能である。また、移動が容易にで

き、仮設備が必要ない事から試験削孔での工期を

取り戻す為、２台同時施工（写真―４）を行える、

この工法を採用した。

写真―４ ロックボルト施工状況

５．採用時の留意点

１）施工箇所の法面が法長方向に長いのか、延長

に長いのか、また、施工面積・本数により経費

の計算が必要である。施工面積の広い施工箇所、

また、工期的なゆとりの無い現場では仮設備費

用も少なく、複数のパーティーでの施工が可能

な事から今回の工法は有効である。

２）ケーブルクレーンを使用し長距離運搬をする

箇所では、足場を組み立てる工法と比較すると

運搬材の少ない今回の工法が有効である。

３）二重管式で足場を施工する経費と自穿孔式の

材料経費との比較検討が必要である。

４）岩盤の崩壊、孔壁の崩壊の程度に応じ自穿孔

式との検討が必要であるが、崩壊の激しい箇所

では二重管式での施工が有効である。写真―３ クライマードリル移動状況
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１．はじめに

小樽港は、第１期工事（明治３０年～明治４１年）、

そして第２期工事（明治４１年から大正１０年）の長

期に渡って完成しました。

当社は平成の大改修として、平成１７年より平成

の大改修として、平成１７年より第１工事に完成し

た北防波堤の改良工事に携わっています。

工事は、防波堤沖側に据え付けてある捨塊（コ

ンクリートブロック）の内、長年に渡って飛散し

た捨塊を撤去し、新たに製作した根固方塊を据え

付ける工事です。

２．現場における課題・問題点

工事箇所は、平成１２年に土木遺産として指定さ

れ、平成１３年には「小樽みなとと防波堤」として

北海道遺産にも指定されており撤去する捨塊１つ

１つがこの一部となる為、個々の捨塊の観察、及

び寸法等を記録する必要がありました。

撤去した捨塊は起重機船により岸壁に陸揚げし、

個々の捨塊を調査、記録するものですが、陸揚げ

岸壁のスペース、又、捨塊を長時間、気中に晒す

事による劣化を防ぐ為にもスピーディーな作業が

必要であり、この作業に時間をかける事は、起重

機船の拘束時間も増し、コストもかかってくる事

にもつながってきますので、一考を案じなければ

と思いました。

また発注者より写真撮影をするにあたり、スタ

ッフや、リボンテープでは無く、写真を見たとき

に分かり易い様１０cmごとに赤白で色分けした物

を使用して欲しいとの要望もありました。

また、写真撮影する時間帯が日々の作業、気象

にも左右され、作業時間も２時間程度と考えてい

た為、その作業だけの為に人員確保するのはコス

ト的に避けたかった（他の作業と兼務させるのは

困難だった）。

３．工夫・改善点

捨塊の調査等で寸法写真の撮影がスムーズに行

えれば、スピーディーな作業となる為、検測用の

定規を工夫しようと考えました。

まずは発注者からの要望もあり、ヌキ板に赤白

で塗装（自家塗装）したものをベースにする事に

して縦２枚、横１枚作成しました。

この板をクロスロッドの要領でできれば人員を

撮影者と、もう１名いればできると考え縦側の板

にスリットを入れスライドできる様にして、横側

の板とは蝶ネジで固定する様にしました。

この事で大きさの違う捨塊の寸法測定にも対応

できるようにしました。

もう片方は人により押さえ調整する事にしまし

た。

９９２２

現場における簡単な創意工夫（写真撮影用定規の作成）

（社）北海道土木施工管理技士会

近藤工業株式会社

土木課長

柴 田 将 司

Masashi Shibata

その他
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４．おわりに

今回製作した定規での写真撮影は、撮影者の他

１名で行いましたが、１名で行う事が相手のいる

作業のように呼吸を合わせる必要が無く、逆にス

ムーズに行えた様に感じました。

また、本来もう１～２名は必要だった人員も不

用になりコスト面でも十分効果はあったと思いま

す。

この定規を当社では、他の現場への流用する事

はあまり無いかと思いますが、細工が簡単で材料

費もそんなにかからないので、現場に合わせ作成

することができるので、ちがう現場でも必要があ

りそうな時は、また作成しようと思います。

今回は、ちょっとしたアイデアでしたが、細工

が簡単な割に得られた効果は十分にあったと思い

ます。

今後もほんの小さいアイデアも具体化する事に

より予想以上な効果もえられたので、積極的に現

場運営に役立てたいと思います。

写真―１ 定規使用状況

今回制作した定規を使用して撮影しました。

図―１ 加工部分詳細

写真―１の丸の加工部分です。
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１．はじめに

当工事の工事概要は、片側１車線の道路を片側

２車線の道路に拡幅する工事であり新設された排

水機場に伴い、旧排水機場を撤去する工事である。

又、旧排水機場撤去における護岸の復旧は川側

に仮締切りを行い石張護岸に復旧する工事である。

（写真―１）

写真―１

護岸工の施工は排水機場吐口と隣接しており排

水機場は常時稼動しているので護岸施工時におけ

る仮締切りの工夫が必要である。

工事概要

�１工事名 ：明神道路改良工事

�２発注者 ：宮城県石巻土木事務所

（現在は宮城県東部土木事務所）

�３元 請 ：株式会社 丸本組

�４工事場所：宮城県石巻市元明神地内
�５工 期 ：平成１８年３月１７日～

平成１９年３月２６日

２．現場における課題・問題点

当工事における石張り護岸の施工は排水機場の

吐口と隣接している為（写真―１）、仮締切りにお

ける以下に示す項目が課題となった。

�仮締切りの施工箇所が排水機場吐口付近とな
り、その前面部にはカゴマット及びコンクリート

があり鋼矢板での仮締切りができない事。

�排水機場の吐口（２連）は稼動している為、
大型土のう及び土砂の締切りでは施工幅が大きく

なり吐口をふさいでしまうので施工できない事。

以上に示す排水機場吐口部における仮締切りの

施工２項目が最大の課題であり現場において工夫

が必要だった。

３．対応策・工夫

まず、排水機場吐口について検討を行った。吐

口は幅２．０ｍ、高さ１．５ｍの２連の吐出樋門であり

排水機場管理者と打合せした結果、常時稼動して

いるのは片側だけだということが解り、片側は工

事施工中閉鎖してもらうよう協議した。

９９３３

護岸工の施工における仮締切りの工夫

宮城県土木施工管理技士会

株式会社 丸本組

土木部土木課

木 村 和 憲

Kazunori Kimura

その他
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そこで、検討したのが閉鎖した片側の吐口を利

用する事も踏まえ簡易土留めでの施工を検討した。

簡易土留めの施工（図―１）とは、陸上で簡易

土留め材を組立、クレーンにより据付を行い、据

付後、バックホウにより土砂を中詰めする方法で

す。

図―１

設置場所は閉鎖した吐口を利用するものとし、

吐口幅は２．０ｍなので吐口内で収まる幅１．９ｍ程度

の簡易土留めを使用し閉鎖したゲートに接続する

ように施工した。又、

前面はカゴマットであるが簡易土留めの施工を

考慮し、簡易土留めの設置箇所はコンクリートで

施工し底からの水の流出を低減するよう考慮した。

（図―２）

４．効果

仮締切りを簡易土留めで施工した結果、簡易土

留めの底から多少の水の流出はあったが限られた

作業スペースの中では有効だったと思われます。

又、排水機場の吐出口の２基の内１基は閉鎖し

たが、１基は閉鎖することなく常時稼動でき排水

機場の機能を損失することがなく工事を完成する

ことができた。

５．おわりに

今回、当工事で使用した簡易土留めは水深が－

０．６ｍと比較的浅い為、高さ３．０ｍのものを使用し

ましたが、水深が深い場合は高さが高くなり転倒

の恐れがある。又、水圧により底からの水の流出

の恐れがあるので十分な検討が必要である。

施工方法は組立、据付、中詰めと比較的容易に

施工ができるので水深が浅く小規模の工事には有

効な方法だと思います。

又、施工幅が今回は幅２．０ｍ以内で収まりまし

たが最小限に抑える事ができるので作業場所が限

られている狭い場所での施工には有効的な方法だ

と思います。

図―２
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１．適用工種

新設道路の軟弱地盤箇所の地盤改良として、中

層改良工（パワーブレンダー工法）を行った。数

量は、改良面積５，３５０m２、平均改良深さ６．２m、改

良土量３３，２００m３、改良材添加量３１０kg/m３である。

PB工法は、改良材と水とを練混ぜたスラリー

を、地中に噴射し原位置の軟弱土とスラリーとを

強制的に攪拌混合し固化する工法である。

写真―１ PB改良機

改良対象部は高さ２４ｍもの高盛土を施工する計

画であることから、PB工法ではあまり例の無い

規模の改良材添加量・改良深さであった。

改良規模から深層改良工（DJM等）も考えら

れると思うが、細く長い高低差の大きい谷地形で

あることから、機動力に勝る PB工法が有利であ

ったと思う。

２．問題点

�改良部は高低差が８．２ｍある谷地形であり、改
良を行う施工基面は水平である必要があった。

また、沈砂池や敷鉄板で養生しても重機の入れ

ない沼があり、施工基面、重機足場の確保が必

要であった。

�倒木や流木、また過去に重機足場に利用したと
思われる丸太が多く見うけられた。PB工法の

改良機の攪拌部分（トレンチャー）の構造上、

地中の流木等の障害物に当たってチェーンが切

れたり、チェーンがシーブ（滑車）から外れた

りする恐れがあった。

�PB 工法では、スラリー注入量の５０～１００％の
盛上り土が発生するとされている。その盛上り

土の処理方法としては、そのまま改良部上に存

置してくる方法と、場外に搬出する方法がある。

当現場においては改良材添加量と平均改良深さ

が PB工法としては比較的規模が大きいため、

１．８～３．５ｍの盛上り土が発生する可能性があっ

た。施工箇所は細長い谷地形であり、起点側は

隣接工区との調整のため、改良後の地盤高を現

地盤より高くできない箇所があった。そのため

起点側の盛上り土は場外に搬出することが考え

られた。

９９４４

谷地形においての中層改良工（パワーブレンダー工法）
の施工方法と盛上り土の処理方法

富山県土木施工管理技士会

株式会社 岡部 土木部

寺 岡 伸 和

Nobukazu Teraoka

その他
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しかし、残土の受入地がないことから、場内で

の流用が求められた。

３．対応策

�改良の着工前に、バックホウにて施工基面の整
形を行った。延長１８０ｍ高低差８．２ｍある改良部

を８ブロックに分け、高さ０．６～１．９ｍの段差を

設けて階段状に整形を行った。沈砂池や沼は、

水切りやばっき乾燥を行い、地耐力を確保した。

写真―２ 施工基面整形後

�根や倒木、流木は基面整形時に０．８m３級バッ
クホウにてできる限り（GL―２～３m程度）除

去した。

�盛上り土の場内での流用が求められたが、当現
場の大部分が改良範囲であり、盛土箇所として

は盛上り土の上に限られた。

そこで終点側を先行して改良し、隣接工区側の

起点側を後施工とした。そして起点側の盛上り土

を終点側に盛土した。

４．効果

�階段状にブロック分けした施工基面を確保した
ことにより、平地と同じように施工でき、かつ

ブロック毎に２パーティーが分かれて効率良く

施工を行えた。

�根や倒木、流木は０．８m３級バックホウにてで
きる限り除去したが、地中深くにはまだ除去仕

切れなかった障害物が残っていた。そのために

改良機オペレーターは十分に注意を払って作業

したが、何回かチェーンが切れたり外れたりし

て、修理に時間を費やした。

写真―３ 改良状況（２パーティー）

�場外搬出をせず、盛上り土の場内での盛土を行
うことにより、工事費用の大きな削減につなが

った。また、一般道での工事車両通行量の縮小

にもなった。

このことは発注者・請負者とも大きな利点であ

ったと思う。

写真―４、５ 盛上り土場内盛土状況
図―１ 盛上り土の場内流用
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５．おわりに

�高低差のある地形では今回のように、施工基面
を階段上にする必要がある。

�今回のような沼地で、０．８m３級バックホウで
も除去できない地中深くにある改良障害物を除

去するのは大変困難であると思われる。PB工

法の改良機攪拌部分（トレンチャー）の構造上

の改良が望まれる。

�PB 工法では、必ず盛上り土が発生するが、改
良材添加量や改良深さが増大すると、盛上り土

も増大する。（スラリー量の５０～１００％。今回は

粘性土であったためにほぼ１００％であった。砂

分が多いと盛上り土は少ない。）この盛上り土

の発生を当初から見込んで、今回のような有効

利用や処理方法を行っていく必要がある。
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技
術
論
文 

技
術
報
告 

仮桟橋工事における支柱補強材の取付方法の改善 高　知 （株）高知丸高 前田　卓二 

PC燃料タンクひび割れ制御計画と実施 東　京 株木建設（株） 大竹　寛治 

ＤＩＤ地区での近隣影響低減の施工 東　京 株木建設（株） 横山　新平 

鋼斜張橋架設工事におけるﾜｲﾔｸﾗﾝﾌｼﾞﾔｯｷによる 
斜ﾍﾞﾝﾄ解体工法について 

橋　建 
三菱重工業（株） 
　長崎造船所 

三好　哲典 

橋梁モニタリングシステムにおける光ファイバー 
センサーの利用法の研究 

橋　建 JFE工建（株） 清水　健介 

ライブカメラによる現場の一般公開 橋　建 駒井鉄工（株） 安永　正道 

帯鉄筋のユニット化工法の採用 広　島 （株）岡本組 児玉　孝則 

濃縮泥水によるフィルタープレスの小型化 東　京 戸田建設（株） 小山　正幸 

第10回 
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氏　名所属会社名技士会名題　名賞回

尾上　昭宏（株）志多組宮　崎上部工撤去における新工法の開発で大幅なコスト縮減最優秀

技
術
論
文

第11回

神野　勝樹日本車輌製造（株）橋　建GPS三次元計測を用いた地組桁の輸送・架設
IT

マネジメント

富山　陽人（株）佐多技建宮　崎吊足場の組立工法に関する改善

優秀
師山　裕

倉田　幸宏
石川島播磨重工業（株）橋　建橋梁場所打ちコンクリート床版用資材運搬の合理化

小原　得誘西江建設（株）北海道鋼管・コンクリート複合橋脚のひび割れ低減対策

松江　司富士建設（株）佐　賀建設業者の地域社会に対する役割社会貢献

門間　博道東日本コンクリート（株）宮　城枠組み支保工の移動における安全施工

優秀

技
術
報
告

目黒　仁東日本コンクリート（株）宮　城PC桁撤去工事における濁水処理

中渡瀬 善隆岡本土木（株）福　岡軟弱地盤におけるオールシング杭の杭径確保

森田　哲司

畑　崇憲
川田工業（株）橋　建国内最大級のローゼ橋の建設最優秀

技
術
論
文

第12回

中澤　穣

赤田　淳

（株）NIPPO

コーポレーション
宮　城GPSを利用した「NSPシステム」による情報化施工

IT
マネジメント

鵜飼　昌一川田工業（株）橋　建
極厚板を使用した大規模アーチ橋の現場溶接（全断

面溶接）

優秀

田中　輝彦湯川建設（株）宮　崎護岸工事における計画的な環境マネジメントの実践

片岡　浩之白石建設工業（株）愛　媛
地域の特性による推進工法の選択と地域住民から工

事を願望される土建屋さんを目指して

田中　良介

岡本　泰彦
奥村組土木興業（株）東　京

アルカリ骨材反応による劣化被害を受けた橋脚の耐

震補強方法の検討

大槻　浩之佐藤工業（株）福　島橋脚工事における鉄筋足場の工夫について

優秀

技
術
報
告

高橋　昌彦（株）宮地鐵工所 橋　建
大型搬送車を利用した交差点部鋼箱桁橋の送り出し

架設

鷲尾　賢雅中野土建（株）長　野根固めブロックの出来形管理方法

漆畑　哲也

渡邊　二夫
須工ときわ（株）高　知

消波根固めブロック製作時、吊金具の改良による作

業軽減・出来映え向上対策

関　武志松本土建（株）長　野INSEM工法施工におけるINSEM混合時の創意工夫

真海　一昭松尾建設（株）佐　賀マスコンクリートの温度クラック防止
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